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第16回
⽣物の時間と⼈間の⽣活

今回は新年度初回ということもあり、特別に本学所有の登録有形⽂化財である楽友会館
にて実施しました。
テーマは「⽣物の時間と⼈間の⽣活」とし、南太平洋の島に住むパロロという動物と現
地の⼈びとのリズムが紡ぎ出す不思議な物語をめぐって議論しました。もっとも話題が
集中したのは、使⽤テキストにて紹介されたパロロの海⽔中での受精にみられる不思議
�「毎年10⽉末から11⽉初めの２回、夜明けが満潮と重なる時に、パロロの発達した
⽣殖巣を含む後半部分がちぎれて泳ぎ出して海⽔⾯まで上昇し、そこで卵と精⼦を放出
する」�であり、しかもその環境条件が特段パロロの⽣殖にとって都合がよいわけで
はない、という点が参加者のみなさんの頭を悩ませることに。
その⽣態の謎については、専⾨家のあいだでも解明されておらず、話題提供者の沼⽥英
治 特定教授（動物⽣理学・⾏動学）とともに、みなでヒトや素数ゼミといった他の⽣物
の⽣存戦略とも⽐較しながら、それぞれの考えをぶつけ合いました。
後半には、現地の⼈びとがパロロのそうした⾏動を把握・伝承していて、毎年彼らが泳
ぎ出す⽇と時刻にあわせて漁に繰り出し、網で⼤量にすくって美味しく⾷べている、と
いう事実に着⽬しました。その伝承の不思議に迫る際には、「古くから地元の⼈びとは⽉
や星座の配置をもとに経験則で知っていたのでは」「預⾔者（foreteller）の存在が⽂献
にみられることから、宗教儀式といった⽂化に組み込まれていたのかも」といった意⾒
がみられました。
終盤には、緑⾊で各節にいぼのあるミミズのような形をしたパロロを⾷すことについ
て、「何を気持ち悪い∕美しいと感じるかは⽂化の違いによるのでは」「異常な好奇⼼が
ある個体の存在が⽣存戦略につながるのでは」などという意⾒も⾶び出す傍ら、⽣物の
⾊素と進化をめぐる不思議にも話題が及び、終始賑わいをみせた回となりました。
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沼⽥ 英治 学術研究展開センター 特定教授

参加者 ： 9名
[内訳]
1回⽣3名（うち1名は法学・2名は⼯学）
3回⽣3名（⽂学・⼯学・農学）
4回⽣3名（総合⼈間学・⽂学・法学）




